
「子どもをまんなかに・・・・
切れ目のない支援を目指して」

子育て応援課

平成2９年２月15日（水）



児 童 課

平成25年度まで

保育支援課

子育て応援課

平成26年度
健やか・こども部

子育て応援係（３６－７１５９）

こども相談係（３６－７２６３）
（発達相談：３６－７４０８）

幼稚園・保育園係（３６－７１９５）

発達支援係（３７－７０９４）

（児童福祉、児童手当、こども医療費助成等）

●子育てコンシェルジュ、育児サポータ
●家庭児童相談室（児童虐待、DV）

（保育所関連事業、幼稚園補助金等）

（こども発達支援センター「ふわり」）

島田市役所
本庁舎

＜こども未来部＞

平成27年度より
こども未来部

●新たに0歳から18歳未満の発達が気になるお子さんの
切れ目ない支援の担当を配置

（臨床発達心理士、保育士、保健師、言語聴覚士）

子育て応援課資料
平成29年2月15日



★支援の対象★

０歳から１８歳未満の、発達に課題をもつ児童とその
保護者等を対象とします。

市の「発達に課題をもつ児童」とは、診断の有無にかか
わらず、保健、医療、教育、福祉等の広い領域で、早期
からの支援を必要とする児童としています。



発
達
に
課
題
を
も
つ
児
童

グレーゾーン

診断名がつく
児童

いわゆる
定型発達児

エリア２
診断はつきにくいが、対人関係や集団
行動（とくに一律的や画一的な行動や
場面）に困難性を示す可能性がある児童。

エリア３
能力はあるが集団の中で誤解されやすく、
不適応を連続しておこしやすい児童。

・アスペルガー症候群
・学習障害（ＬＤ）
・注意欠陥多動性障害（ＡＤＨＤ）
・発達性協調運動障害

エリア４
脳性マヒやダウン症、自閉症などと
診断されている児童。

エリア０
従来の保育スタイルや教育スタイルが
適用する児童。

エリア１
性格や個性の範囲とも思われ、診断名は
つかない児童。

おっちょこちょい・乱暴・忘れっぽい・
早合点・不器用など

児童の状態像

つきやすい診断名



区 分 特 徴

広 汎 性
発達障害
(≒自閉症
ｽﾍﾟｸﾄﾗﾑ障害

自閉症 ・言葉の発達の遅れ
・コミュニケーションの障害
・対人関係・社会性の障害
・パターン化した行動、こだわり
※知的な遅れを伴うこともある

アスペルガー
症候群

・基本的に、言葉の発達の遅れはない
・その他の特徴は自閉症とほぼ同じ

学習障害
（LD）

・「読む」、「書く」、「計算する」等の能力が、
全体的な知的発達に比べて極端に苦手

注意欠陥多動性障害
（ADHD）

・不注意（集中できない）
・多動・多弁（じっとしていられない）
・衝動的に行動する（考えるよりも先に動く）

★発達障害の特徴★



★発達障害の特徴★

○自閉症の特徴は「コミュニケーションの障害」や「対人関
係・社会性の障害」などであり、注意欠陥多動性障害では

「不注意･多動・衝動的な行動」などが特徴であるため、障害
に対する周囲の理解が得にくい。

○知的障害などが合併することがあるほか、周囲が障害特性を
理解せず、適切に対応しなかった場合、二次的な障害を併発
し易く、ストレスがかさみ、精神状態が不安定になることも
ある。

○さらに、対応の困難さから児童虐待につながるケースもある。



行動面の障害の発生
・パニック ・自傷
・他害 ・破壊
・不登校 等

発達障害の特徴 周囲の無理解・虐待

二次的な障害の併発

精神疾患の併発
・不安障害
・強迫性障害
・うつ病
・不眠 等

★二次的な障害の併発★



母子保健・療育フロー

妊
娠 赤ちゃん訪問

エジンバラ

2歳児相談

2歳6ヶ月相談

3歳児健康診査

親子学習会
つくしんぼ

育児サポーター派遣

地域子育て支援センター
子育てひろば
きしゃぽっぽ
各子育てサークル

並行通園（わたぼうし）

親子通園（さくらんぼ）

定期通園

幼稚園

保育園
就

学

7ヶ月児健康相談

1歳6ヶ月児健診

出
産

母子手帳
交付

ベビープログラム

ノーバディーズパーフェクト

乳幼児相談
電話
家庭訪問

発達相談
発達検査
園訪問



0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳 10歳 11歳 12歳 13歳 14歳 15歳 16歳 17歳 18歳
支援
レベル 年少 年中 年長 小学校 中学校 高校

1.6歳児健診

2歳児相談

３歳児健診

2．6歳児相談

療育教室「つくしんぼ」

ふわり通園部）

ひきこもり・不登校など

園訪問・巡回相談

健康づくり課

保育支援課・(ふわり） 学校教育課

子育て応援課

ふわり親子通園
（さくらんぼ）

特別支援学校

特別支援学級

関
係
課

社会教育課・福祉課

通級教室
（ことば・発達）

特別支援教育室
（たんぽぽ）

適応指導教室
（チャレンジ）

ふわり並行通園
（わたぼうし）



発達に関する相談・療育教室

＊子どもの発達に関する相談
0歳から18歳未満のお子さんの発達に関する臨床心理士、保育士、保健師によ
る相談です。必要なケースは継続して支援を行います。

＊ことばの相談
年少、年中児でことばが遅い、発音がおかしい、吃音があるなど言語聴覚士に
よる相談です。必要なケースは継続して支援を行ないます。

＊発達検査
検査を通して、子どもの発達段階や、得意な事、苦手な事を見ることで、その子
に適した関わりを考えていきます。
・新版Ｋ式発達検査・田中ビネー知能検査Ⅴ・WISC-Ⅳなど

＊親子学習会「つくしんぼ」
乳幼児健診等で発見された発達の気になるお子さんの経過を見ながら、遊びを
通して親子の関わりの大切さを伝え個々の親子に合わせた支援を行うための
小集団の教室です。（毎週水曜日 会場：ふわり）



保育所・幼稚園への支援

＊園巡回相談事業（園訪問）
市内保育所、幼稚園、認定こども園等を定期的に訪問し、発達が気になる
お子さんの、発達状況の確認や支援方法について助言を行います。

＊発達支援コーディネーター養成講座
各園で支援が必要なお子さんに対して適切な支援が行えるよう、市内保育所、
幼稚園等の職員に対し、発達に関する専門的知識が身につくことを目的とした
講座（全１０回）を開催しています。

＊発達支援コーディネーターフォーローアップ研修・会議
各園にいる発達支援コーディネーターの情報交換や、他機関との連携方法などに
ついての研修会（年３回）を開催しフォローアップを行っています。



めざす支援 早期発見・早期支援

すべての子育てに支援が必要であることを土台とした支援策の整備に加
え、育てにくい、育ちにくい育ちを早期に発見し、育ちを支援していく
体制の構築を図っていきます。

めざす支援 ライフステージを通じた支援

乳幼児期、学齢期、青年期から成人期にむけての切れ目ない支援と、社
会全体で支えるための基盤整備を図っていきます。



啓発事業・情報の共有

＊周知、啓発
・広報しまだ、ＦＭしまだ等を活用したＰＲ
・乳幼児健診、地域子育て支援センター、保育所、幼稚園などで相談窓口の周知
・「発達に関するＱ＆Ａ」を、市のホームページに掲載予定

＊講座の開催
関係団体や市民からの要望に応じ、臨床心理士等が講座等の講師として出向き
ます。

＊サポートファイルの検討



関係機関との連携

＊家庭児童相談室との連携
児童虐待、ＤＶなど養育に問題がある家庭で、お子さんが特性があるケースに
ついては、連携して支援をしています。

＊発達支援に関する関係機関との連携
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★児童虐待相談★

島田市の児童虐待相談件数の年次推移 (平成１２年度～２７年度)
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★DV相談★
DV相談受付年次推移

・ＤＶ場面の目撃による心の傷つき
・ＤＶの目撃は「児童虐待」にあたる。
・子ども自身も暴力の直接の被害者である場合も多い。
・ＤＶの世代的連鎖の懸念
自分が育った家庭での人間関係のパターンから、感情表現や問題解決の手
段として暴力を用いることを学習する。


